
 

児童生徒と教員による大阪の河川環境調査 
－簡易水質検査法と公定法による水質マップづくり－ 

River Environment Survey in Osaka by Students and Teachers 
－Creating a Water Quality Map Using Simple Water Quality Testing Methods and Official Methods－  

 

橘 淳治 

神戸学院大学 

TACHIBANA Junji 

Kobegakuin University 

 

概要：大阪府内の河川を対象に、2018 年～2022 年の各年 7 月を中心に児童生徒と教員に

よる簡易法と公定法による水質分析を行い、河川環境マップを作成した。正しいサンプリ

ングと検査を行うことで正確な結果を得ることができ、簡易法は環境を測る「ものさし」

として学校の河川学習に有効であることがわかった。 

 

１．はじめに 

 大阪府高等学校生物教育研究会(生研大阪)で

は、1988年から学校の教員と児童生徒による河

川調査と陸上の生物調査を継続的に行っており、

概ね35年間の環境調査活動を続けている。 

 2017年までは、簡易水質検査と生物指標を用

いた水質調査を同時並行で行っており、サンプ

リング地点での化学的な水質と生物指標による

水質には高い関連性が認められている。 

 しかしながら、河川を代表する水質は「河川

の中央部」で測定するのが原則であるが、生物

指標を用いた水質調査は、人が水辺に近づいた

り、或いは水に入ったりして生物指標となる底

生生物の採集を行うのが一般的であるため、河

川の代表地点の水質とは言いがたい面がある。 

 これまでの簡易水質検査も生物指標を用いた

調査の際に行っていた関係上、人がアプローチ

しやすい場所や、河岸近くの地点で採水し、そ

の場所での水質を測定してたため、一般的には

河川中央部に比べて、富栄養化関連物質は高く

測定される傾向があった。 

 2018年からは、化学的な水質調査を生物指標

を用いた水質調査とは分離し、採水器やバケツ

採水などで河川中央部の採水を行うとともに、

簡易水質検査法と公定法あるいは公定法に準ず

る精度の高い分析法と組み合わせて化学分析を

行い、その結果を基に大阪府水質環境マップづ

くりを行った。 

 今回は、児童生徒と教員による大阪府河川水

質マップの完成と、この一連の河川教育活動に

おいて、簡易水質検査法の有効性が明らかにな

ったので報告したい。 

 

２．方法 

 学校の教員と児童生徒が河川活動を行いやす

い夏期休業中（７月後半～８月前半）に、学校

近くの河川出かけ、橋の上などから河川中央部

付近の水をバケツ採水して、現場にて簡易水質

検査試薬「商品名：パックテスト（共立理化学

研究所）」で付属マニュアルに従い比色定量を行

った。 

 また、試水の一部はポリエチレン製のサンプ

ルビンに入れて持ち帰り、冷凍保存した。その

後、簡易水質検査結果を記録した用紙と共に、

冷凍サンプルを分析担当校に届けるか、または、

クール宅急便などで送付する形をとった。 

 分析担当校では、試水を解凍し、アンモニア

態窒素はインドフェノール法、亜硝酸態窒素は

ナフチルエチレンジアミン法、硝酸態窒素は硫

酸ヒドラジン法、リン酸態リンはアスコルビン

酸還元法、全窒素はアルカリ性ペルオキシ二硫

酸分解法、全リンはペルオキシ二硫酸分解燐モ

リブデン法で、Hitachi レシオビーム分光光度

計U-5100を用いて比色定量した。 

 

３．結果 

 2018年から 2022年 5年間の河川調査で得ら

れた有効なデータは、306地点（315検体）であ

った。 

 簡易水質検査法は簡便かつ迅速に分析処理が

できる反面、感度が低い欠点があり、汚濁の程

度の低い地点（いわゆる水質のよい地点）にお

いては、定量限界以下になることがある。その

場合は定量値を 0とした。 

 測定年度や河川の違いによる差は考慮する必

要があるが、簡易法と公定法における分析値に



は関連性が高く、平均値で比較すると、両者は

比較的一致する結果であった（表 1）。 

 このことは、1988年当初から実施してきた簡

易水質検査法における結果は、「採水地点におけ

る」化学的な水質分析値としては有効なもので

あったと考えられる。 

 

 また、この5年間の河川水質調査の結果をマ

ップにまとめて、大阪府内の河川ごとに比較を

行った（図1，図2）。 

図1 インドフェノール法によるアンモニア態窒素 

 

図 2 簡易水質検査試薬によるアンモニア態窒素 

 

 簡易水質検査試薬においては定量限界の関係

で0.2mgN/L未満は0で表示しているが、両者の

結果は比較的よく一致しており、児童生徒自ら

が体験（実習）して出した結果で、大阪府の水

質環境マップが作成できるというのは、河川教

育を行う上においても大きな意味がある。 

 栄養塩類である、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素、

リン酸態リンにおいても、アンモニア態窒素同

様に両者の結果は比較的よく一致していた。 

有機汚濁については全窒素、全リンがその指

標となるが、これらも栄養塩類の結果と比較的

共通点が見られる結果であった。 

 河川水質の「意味をよく知った上で」、サンプ

リング地点を選定し、簡易水質検査試薬を正し

く使うことにより環境を測る「ものさし」を持

った河川教育が実施できるものと考える。 
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概要：大阪工業大学では，2023年度からはリベラルアーツ教育として一新し，淀川に関す

る生物学・地学・歴史学・倫理学・技術・社会学を，それぞれの繋がりを意識し，社会的

共通資本の概念を軸に授業を組み立て，実施している。この授業の背景・目的，授業間の

バトンの設置によりオムニバス形式でありながら，7名の教員が 1つの軸の下で取り組ん

だ内容について報告する． 

 

１．はじめに 

大阪工業大学では，2008 年度から工学部での

環境・社会教育を主体とした「淀川学」が創設さ

れ，その後さらに「淀川学」は，「淀川と人間」

ならびに「淀川と環境」に分化し，2022 年度ま

で開講してきた経緯があった．これにより工学

部の学生に一定の教育効果は認められるながら

も，その教育効果は継続的なものではなくなっ

てしまった．いわば，単位のための講義となり，

本来の目的が薄れていった経緯がある．そのよ

うな中で，リベラルアーツ教育の推進に合わせ

て，新しい「淀川学」を構想するすることになっ

た．この構想とほぼ同時期に，2019 年に世界中

をコロナウィルスによる感染症が拡大し，世界

経済に大きな打撃があったことや，地球温暖化

による気候変動が与える影響が日本のみならず

世界に顕在化してはじめてきたこともあり，世

界中で地球での人間と人間が作り出す社会のあ

り方が問われてきた． 

これまでの社会は，いわば経済優先の施策に

より，開発を前提として，経済的に豊かな社会の

構築に力がおかれてきたため，大量生産・消費と

いう呪いに縛られてきた．しかも，無意識にその

経済活動が行われており，その社会のあり方に

ついて否定することも自ずからできない風潮・

社会構図がある．しかし，これまでの資本主義を

否定することもできないことも事実であり，社

会経済的な問題解決を図り，それをなんとか打

破するというシュプレヒコールが SDGSという形

で世界共通のメッセージとして発信されている．

このような世界・日本を取り巻く複数の流れの

中で，我々が思い描く「淀川学」は一体どのよう

なベクトルをもたせるのかが重要な創設の問題

であった． 

本報では，淀川学を考える上で，社会的共通資

本の概念がどうのように伝えることができるの

かを考察したものである． 

 

２．社会的共通資本の概念 

地球温暖化による気候変動が社会に与える影

響だけでなく，コロナ感染症による世界的な経

済活動や人流・物流の劇的な変化，さらにはそれ

らが相互に関連した様々な連鎖的な影響とその

度合いが我々の衣食住にも影響を与えることを

目の当たりにしてきた．このような社会的な変

化は，これまで経験もなく，それに対する術も現

時点では持ち合わせていいない．ただし，人の知

恵や知識は，それらを克服するために集結・集積



して，一つ一つを解決しているのが現状であろ

う． 

一方で，（当校の）学生は，コロナ感染症を自

分事になっているものの，地球温暖化やそれに

ともなう気候変動といった自然環境への関心は

あるものの，具体的に自分自身が何をすべきな

のかという問いに行き着くにはほど遠いと感じ

ざるえないのが現状である．これは学生だけに

限られた問題ではなく，学生を通して社会を映

し出していると考えられる． 

社会的共通資本の概念を教授するにあたり，

限られた物理環境，つまり地球という惑星に注

目することから始まり，学生自身が「今ここで何

不自由なく生活している」事実は，一体どんなこ

とで担保されているのかを伝えることが必等で

あると考えている．そもそも，社会的共通資本は，

宇沢 1）が提唱した社会システムであり，自然資

本，社会インフラ資本，制度資本等で構成されて

いる．著者等はその概念に疑いなく，かつ極めて

理想に近いが，それ自身を社会に実装するため

のより詳細な術を検討しないと考えている．図 1

は，授業の構成から社会的共通資本の概念を軸

とした学生に理解してもらいたいイメージを示

したものである．さらに，広井 2)～4)は歴史，宗

教，政治，経済，科学技術史などの様々な知見か

ら時間軸で紐解き，拡大・成長と定常化のサイク

ルに至る過程を説明している．その説明によれ

ば，現在の社会状態は第 3の定常化に入り，「地

球倫理」というグローバルからローカルに至る

視点が必要であると説き，広井自身がその実践

として「鎮守の森コミュニティプロジェクト」を

試みている．この広井が提唱する具体的な社会

のあり方やその根底となる社会的共通資本の概

念を，我々教員が専門とする分野で解釈し，学生

に伝えることが重要であり，その試みが始まっ

たばかりである． 

 

３．教員間の連携 

図 1(上)に示したように，淀川学では，各担当

の教員が，自らの専門性を披露する場ではなく，

それぞれの視点から淀川を社会的共通資本とし

て捉えたときに，学生に伝えるべきことを整理

し，各教員間でのバトンとしてキーワードを設

定した．このバトンに基づき授業を組み立て， 

14 回の授業を構成した．さらに，最終回の授業

では，2～13回の授業内容の総括として図 1(下)

に示す淀川流域・水系という自然資本・社会イン

フラ資本・制度資本を振り替えり，社会的共通資

本と各専門学科との関わりや各専門学科に関連

するアイデアが公共財としての淀川に貢献でき

ることについて教授した． 

 

４．おわりに 

大阪工業大学で企画した「淀川学」での基本的

な理念とその初期段階での実践について報告し

た．まだ，始まったばかりの講義であるが，今後

のより発展，深化し，かつ教員の教育・研究のレ

ベルアップの機会を図っていきたいと考えてい

る．さらに，この授業をより深化させ，リベラル

アーツとしての機能をどこに発現させるのかを

考える上で，学生アンケートに加えて「淀川学研

究会（仮称）」といった文化系サークルの設立も

試みようと計画中である． 
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図 1 淀川学授業の構成と社会的共通資本

の概念での問い 
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概要：水循環基本計画（2020年）において「次世代への健全な水循環による豊かな社会の継

承〜健全な水循環に関する普及啓発、広報及び教育と国際貢献〜」が重点課題の一つとし

て位置づけられた。本発表では、教育関係者と専門家が協働により開発した水循環教育のた

めの動画コンテンツ「水のおはなし」の開発プロセスと、当該コンテンツを導入した小学校

の授業実践に着目し、教材の特徴と活用の可能性について言及する。 

 

1．水循環教育に関する動き 

わが国では 2014年に「水循環基本法」が施

行され、水循環の健全化に向けた施策が示され

た。水循環基本法第 17条では「国民が健全な水

循環の重要性について理解と関心を深めるよう、

学校教育及び社会教育における教育の推進、普

及啓発等のために必要な処置を講じること」と

されている。2020年の水循環基本計画において

は「次世代への健全な水循環による豊かな社会

の継承〜健全な水循環に関する普及啓発、広報

及び教育と国際貢献〜」が重点課題の一つとし

て位置づけられた。 

学校現場では、2020 年から新学習指導要領

が導入され、小学校の理科に「雨水の行方と地

面の様子」という単元が設置された。他にも、

既存の理科の「流水の働きと土地の変化」や社

会科の「自然災害から人々を守る活動」の単元、

総合的な学習の時間の河川の環境や防災をテー

マにした授業等、水循環と関連づく学習の場面

は多い。しかし、水循環の特性や現実的な課題

を伝える教材は少なく、わかりやすい教材の開

発が必要とされている。 

本発表では、動画コンテンツ「水のおはなし」

の開発プロセスと、当該コンテンツを導入した

小学校の授業実践に着目し、教材の特徴と活用

の可能性について言及する。 

 

２．水循環の捉えにくさと表現 

水循環は私たちの生活と密接に関わってい

る。水は化学的・物理的状態を変えながら水中、

地中、大気中に存在する。そこに多くの生物や

私たち人間が依存して暮らしている。水循環を

考える基本単位に流域がある。しかしながら、

流域と言う概念自体が、教育や市民文化の領域

にほとんど浸透せず、的確に理解されていない

ことが指摘されている 1)。流域水循環は捉えに

くい対象である。降った雨が集まるエリアを捉

えた上で、水が移動する水中や地中、上空の視

覚的に捉えにくい部分を含めた立体的な見方が

必要となる。また、絶えず変化する対象である

ため、動的な対象として認識することも求めら

れる。 

このように不可視な部分が多く、変化の大き

い流域水循環をわかりやすく表現するためには、

多くの教材を開発しながら見方や見せ方を整理

し、その方法論が示されるべきであるが、これ

まで水循環については視覚伝達の観点から論じ

られることは少なかった。 

 

３．水循環動画コンテンツの開発 

開発した動画コンテンツは、学校教育での活

用を想定し、水の大切さを学び、水を大事に使

う考え方や行動を身につけること、健全な水循

環の維持又は回復の大切さへの理解を促すこと

を目的とした。水とくらし、水循環をわかりや

すく表現した 4 分 24 秒の動画コンテンツであ

る。タイトルは「水のおはなし」で、冒頭や末

尾のタイトル部分を除いて、以下の 7つの話題

から構成されている。 

①はじめに／あなたが使う水（あなたが毎日使



っている「水」はどこから生まれてくるのか。） 

②流域の概念（雨や雪として大地に降った水が

集まってくる範囲を流域という。） 

③水循環の概念（私たちが使った水はぐるぐる

とめぐり、また私たちが使う水となる。） 

④日本と水（日本では水の恵みに感謝をし、上

手に使う工夫をして水とつき合ってきた。） 

⑤日本と水循環（ダム、田んぼ、水道や下水を

例に、水循環を崩さない工夫を説明。） 

⑥水循環の課題（水循環が崩れると起きるトラ

ブルを、気候変動、ダムや水道などの老朽化、

人口減少を例に説明。） 

⑦おわりに／水を未来に（あなたが水循環につ

いてできることを考えよう。） 

コンテンツが完成した背景には、多くの関係

者の参画があり、段階的に様々な調整が図られ

ている。開発プロセスにおいては、企画段階評

価、形成的評価を取り入れ、試作コンテンツを

視聴した教育関係者、専門家への聞き取り調査

を行い、得られた知見をフィードバックするこ

ととした。また、完成後にも実際に学校現場に

導入して総括的評価を行い、現場に即した教材

となるよう、さらなる調整を図っていくことを

目指した。小学校・科学館の教育関係者、大学・

研究所・NPO の専門家が教材開発のプロセスに

参画し、行政担当者・受注業者が主に進行調整

と内容の確認、制作を担当する体制で進行した。

開発の流れのイメージを図１に示す。調査は企

画段階、途中段階（試作時と完成前）において

聞き取りにより実施し、扱う題材、視覚表現等

の観点から、得られた指摘や助言に基づいて教

材の改善等を行った。また、完成後の総括的評

価として、動画コンテンツ「水のおはなし」を

小学校の授業に導入し、教師による活用状況や

児童の反応に関する調査を行った。動画コンテ

ンツを視聴した後、注目すべきシーンで動画を

停止して再度説明を加えたり、地域の資料を照

らし合わせて確認したり等、様々な活用の状況

が認められた。また、水循環に関連する単元は

複数の教科にあるため、教科横断的な学習にお

いて使用されていることも確かめられた。 
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